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　今月の表紙は、五木阿蘇
神社例大祭で行われた、子
供神輿の１枚です。
　子どもたちは元気に神
輿を担いで、頭地地区を練
り歩きました。

2026 No.35911月
－交通安全への決意をひとつに－

秋の全国交通安全運動
合同出発式

９月１７日、子守唄公園で秋の全国交通安全運動合同出発式が開催されました。９月１７日、子守唄公園で秋の全国交通安全運動合同出発式が開催されました。
この出発式は、春と秋に開催される全国交通安全運動に合わせ、交通安全意識を高め、交通事この出発式は、春と秋に開催される全国交通安全運動に合わせ、交通安全意識を高め、交通事

故防止につなげることを目的に人吉警察署管内の市町村持ち回りで開催されています。故防止につなげることを目的に人吉警察署管内の市町村持ち回りで開催されています。
式には、人吉警察署をはじめ、同署管内の市町村や交通安全関係団体などが参加。人吉高等学式には、人吉警察署をはじめ、同署管内の市町村や交通安全関係団体などが参加。人吉高等学

校五木分校の生徒２名が１日警察署長を務め、いつき保育園の園児６名が交通安全の誓いを元気校五木分校の生徒２名が１日警察署長を務め、いつき保育園の園児６名が交通安全の誓いを元気
いっぱいに行いました。いっぱいに行いました。

1出発申告を受ける１日警察署長の犬童貫太さん　
2主催者挨拶（木下村長）　3主催者挨拶（人吉警察署：
中山署長）　4主催者挨拶（人吉地区交通安全協会：
内谷会長）　5記念品を渡す１日警察署長の齊藤紬さ
んと受け取る園児　6１日警察署長を務めた人吉高等
学校五木分校２年の犬童貫太さん（右）と齊藤紬さん

（左）　7パレードを見送る　8元気いっぱいに交通安
全の誓いを行ったいつき保育園の園児
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1珍寿表彰を受けた佐々木 ツワ
エさん　2卒寿表彰を受けた北
原 束さん　3米寿表彰を受けた
佐藤 正忠さん　4喜寿表彰を受
けた西村 やす子さん　5金婚表
彰を受けた吉松さんご夫婦　6
慶徳二郎さんによるお笑いス

テージ　7・8ばってん城次さ
んによる肥後にわかコント
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五木村の地域活性化起業人と
地域力創造アドバイザーを紹介します！

　五木村では、民間企業のノウハウや専門的な知見を村づくりに活かすため、総務省の制度を活用していま
す。現在、３名の起業人と１名のアドバイザーが着任、村のさらなる振興に向け、それぞれの職務に取り組
んでいます。民間ならではの新しい視点と行動力で、村を元気づけてくれる強力な仲間たちをご紹介します。
　毎月１日以上来村されていますので、お見かけしたらお声がけください。

地域活性化起業人制度とは・・・
　三大都市圏（※ 1）に所在する企業と地方圏の地方自治体が、協定書に基づき、社員を地方自治体に一定期
間（6 か月から３年）派遣し、地方自治体が取組む地域課題に対し、社員の専門的なノウハウや知見を活かし
ながら即戦力人材として業務に従事することで、地域活性化を図る取組です。
　※１　三大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県

江
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香

民間企業のノウハウを村政に！ 制度を活用した人材登用民間企業のノウハウを村政に！ 制度を活用した人材登用

■ひとこと
　普段は航空会社にて、飛行機の整備に関わる仕
事をしております。　　　
　五木村を活用した研修を企画し、企業からの人
材を受け入れて実施する活動や、五木村を活用し
た研修の実施、五木村の方々と村外で活動する場
作りなどを企画しております。

■ひとこと
　東海を中心に美濃焼、枡、車部品など製造業を
始めとした企業の魅力を伝え、地域と人をつなぐ
経験を積んできました。
　五木村でも「関係人口」をキーワードに、五木
の人や自然に魅せられた人たちとのつながりを強
化していきます。

■ひとこと
　普段は日立で企画系の仕事をしています。
　五木では観光振興に向けた商品・イベントの企
画をしています。賑わいを増やすため、村民の皆
様とも一緒に様々な活動をしたいと思っていま
す。よろしくお願いします！

■ひとこと
　「地域のファンをつくる、ＰＲコーディネーター」とし
て、秋田県大館市では住民参加型のラジオ番組や地域資
源を活かしたイベント企画運営等に携わってきました。
　五木村初のインターネットラジオ番組は
「五木のかたんなっせー！」です。
　皆さまと語り合えることを楽しみにしています♪
　どうぞよろしくお願いします！

■委嘱期間
　令和８年１０月１日～
　令和９年９月３０日

■職務内容
　越境研修

■委嘱期間
　令和８年９月１日～
　令和９年８月３１日

■職務内容
　関係人口

■委嘱期間
　令和８年４月１日～
　令和９年３月３１日

■職務内容
　観光・商工

■委嘱期間
　令和 8年 9月 11日～
　令和 9年 3月 31日

■職務内容
　インターネットラジオの
立ち上げ及び運用支援等

渡
わたなべ

辺　光
みつあき

昭

濱
は ま だ

田　 栞
　しおり
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１０月９日、村と西松建設株式会社は、村の
豊かな資源と西松建設株式会社の知見を活用
し、エネルギー・インフラなどの分野で官民連
携を推進するため、包括的な連携に関する協定
を締結しました。

村は、地域脱炭素実現に向けた「五木村ゼロ
カーボンシティ 2050」を掲げ、豊かな自然を
生かした再生可能エネルギーの活用などによ
り、二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指した取
り組みを進めています。

一方、西松建設株式会社は、現在、五木村山
口地区で小水力発電事業を進めています。

今回、協定を締結することで、小水力発電に
よる脱炭素の推進や、行政単体では困難だった
課題（例：水道施設の維持管理、災害予防監視
など）の解決などが期待できます。

本協定に基づき、以下の分野において連携・
協力の推進を図っていきます。

　(1) 再生可能エネルギーの有効活用
　(2) インフラの効率的な維持管理
　(3) 豊かな恵みを生かした事業の創出

９月１９日、「根来の子守唄」で知られる和
歌山県岩出市で岩出市制施行２０周年記念「岩
出まるごとフェスタ」が行われ、五木村から淀
川つるよさんが子守唄の披露を行いました。

五木の子守唄のことを多くの方に知っていた
だけるよい機会となりました。

９月２４日、役場応接室において、熊本日日
新聞社による金婚夫婦巡回表彰が行われました。

令和８年度は２組のご夫婦が表彰され、代表
受領として中村進様・宗子様に表彰状が伝達さ
れました。当日は、熊本日日新聞社の副本部長
である小多様より、表彰状及び記念品が手渡さ
れ、お祝いの言葉が送られました。

なお、２組のご夫婦は以下の通りです。
・中村　進  様　 宗子 様
・吉松　猛  様　 ひとみ様

９月１日、移動献血バスでの献血が実施され、
村内外より２３名の方にご協力いただきました。

病気やけがで献血を必要としている患者さん
の命が、皆さんの善意で救われます。来年３月
にも五木村で献血を予定しておりますので、是
非ご協力をお願いします。

なお、献血の際には、Web 会員サービス「ラ
ブラット」のスマホアプリで、優先案内や様々
な特典もありますので、是非ご利用ください。

１０月１日、くまもと林業大学校県南校の中
間報告会が役場大会議室で行われました。

研修生がこれまでの講義や実習を通して学ん
だことや林業に関する取り組みについて報告が
あり、参加者からは、研修内容や今後の目標な
どについて活発な意見交換が行われ、林業の担
い手育成と地域のつながりを深める機会となり
ました。

９月２６日、村の豊かな森林資源や自然の魅
力を広く発信するため、村内のモデル林を活用
した体験型ツアーを開催しました。

当日は、参加者が村の自然に触れながら、森
林散策やアクティビティなどを通じて、森林の
魅力を体感し、森林資源の新たな活用方法や自
然を活かした観光の可能性について理解を深め
る機会となりました。

西松建設株式会社と包括的な連携に関する協定を締結しました

和歌山県岩出市子守唄披露金婚夫婦表彰状伝達式が行わ
れました

献血へのご協力ありがとうご
ざいました

くまもと林業大学校県南校  中間報告会　
～これまでの学びと成果を発表～

自然体験 in 端海野キャンプ場　～五木村の秘境を巡る～

森林散策で自然を満喫

献血バス学びの成果を堂々と発表する研修生淀川つるよさんによる子守唄披露表彰を受けた中村さんご夫婦

木育体験の様子

グリーンウッドワークに挑戦（左から）木下村長、西松建設（株）細川代表取締役社長

協定書への署名

皆さまのご協力皆さまのご協力
ありがとうございました！ありがとうございました！おめでとうございます！おめでとうございます！

Topics むらのできごと
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10 月 19 日、五木学園となって初めての五
木村中学生議会が開催され、五木学園後期課程
生徒 10 人が参加しました。

普段の学習や生活の中で感じた身近な課題を
もとに、全ての課に対して質問や提案が行われ、
村政全体を見据えた幅広い議論が展開されまし
た。議論の様子は「いつきちゃんネル」をご覧
ください。

１０月１５日に五木阿蘇神社例大祭、前日の
１４日には御夜祭が五木阿蘇神社で行われまし
た。

１５日に行われた子供神輿には、いつき保育
園、五木学園の子どもたちをはじめ、人吉高校
五木分校の生徒も参加し、「わっしょい！わっ
しょい！」と掛け声をかけながら、元気いっぱ
いに頭地地区を練り歩きました。

五木村瀬目・山之一（中村美華代表）が生産
する「にんにく胡椒（青）」が、このたび「く
まもとグッドプロダクト賞」を受賞しました。

この「にんにく胡椒（青）」は、五木村産の
ブランドにんにく「ホワイト六片」をふんだん
に使用し、青唐辛子などこだわりの地元産原料
で作られています。７０㌘の瓶入りで、価格は
６００円、道の駅で販売中です。

同賞は、熊本県商工会連合会主催で、熊本県
産の素材を生かした新商品を発掘し、専門家な
どによる審査を通じて優れた商品を認定するも
ので、商品のＰＲや販路拡大を支援することを
目的としています。今回、県内から１０団体が
認定され、そのうちの１団体として山之一も選
ばれています。

山之一は、これまでも「にんにく農家が作っ
た焼肉のたれ」で熊本県農産物加工食品コン
クール金賞・熊本県知事賞（２０２２年）など
を受賞しており、今後のさらなる活躍と五木産
ホワイト六片にんにくの販路拡大につながるこ
とを期待します。

地元の魅力が詰まった味わいを、ぜひ皆さん
も手にとってみてはいかがでしょうか。

８月２９日に五木学園第１校舎体育館で、９
月１２日に宮園体育館で健幸スポーツフェスタ
を実施しました。

村民の健康づくりと現在の体力の状況を知っ
てもらい、併せて村内で普及に力を入れている
モルック競技を行いました。

自分の体力の現状を把握できる良い機会とな
り、モルックは白熱した戦いが繰り広げられ、
大いに盛り上がりました。

五木学園新増築工事の着工に伴い、９月２日
に校長室増築工事地鎮祭を、２９日に校舎新築
工事安全祈願祭を執り行いました。いずれも五
木阿蘇神社の尾方宮司をお迎えし、安全祈願祭
には約２０名の来賓にも列席いただきました。
工事期間中の無事故・無災害や末永く地域に親
しまれる校舎となることを祈願しました。

五木村中学生議会 五木阿蘇神社例大祭

五木産ホワイト六片にんにくを使った「にんにく胡椒（青）」が
「くまもとグッドプロダクト賞」を受賞！

五木村健幸スポーツフェスタ

五木学園校舎新築工事安全祈願祭及び校長室増築地鎮祭

開眼片足立ち モルック体験

上体起こし

五木学園校舎新築工事安全祈願祭　苅初の儀（鎌入） 五木学園校長室増築地鎮祭

五木学園校舎新築工事安全祈願祭

にんにく胡椒（青）と認定証

山之一代表の中村美華さん。おめでとうございます！

元気いっぱいに神輿を担ぐ子どもたち参加した五木学園後期課程の生徒と村執行委員

むらのできごとTopics
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冬に流行する感染症を予防しましょう！1 介護予防教室1 介護予防教室
　 フレイル（加齢により心身が弱まった状態）を防ぐには、

「運動」「食事」と併せて「人とのつながり」も大切です。

ぜひ地域の教室へ、気軽に参加しましょう。

対象者：要介護認定を受けていない 65 歳以上の方

げんぞう会の日程 
筋力を鍛える体操やレクリエーションをして、一緒に楽しく運動しましょう。

場　所 三浦 / 下梶原 頭地 瀬目 宮園 平沢津 小鶴 平瀬

時　間
午前 午前 午後 午前 午後 午前 午後

午前：１０：００～１１：３０　　　午後：１３：４５～１５：１５
曜　日 火 火 木 木

１１月 　１０日（下梶原）
２４日（三浦） １７日 １２日　２６日 ５日　１９日

１２月 　　８日（下梶原）
２２日（三浦） １日　１５日 １０日　２４日 ３日　１７日

場　所 保健センター 宮園交流館
時　間 受付：午前　９：３０/ 開始：午前１０：００ 受付：午後１：００/ 開始：午後１：３０
１１月 ４日　１１日　１８日　２５日　（水）
１２月 ２日　  ９日　１６日　２３日　（水）

脳いきいき教室の日程
最近の世の中の出来事を知り、パズルやゲームで楽しみながら認知症を予防します。

3 乳幼児健診のお知らせ3 乳幼児健診のお知らせ

2 こころの健康相談2 こころの健康相談
※不安やストレスのお悩みについて、ご心配な方や家族、気軽にご相談ください。（相談　無料）
【人吉保健所　精神保健相談】精神科医による相談 【五木村　こころの健康相談】臨床心理士による相談
１１月１２日（木）　多良木町多目的研修センター
１１月２７日（金）　人吉保健所
１２月１０日（木）　人吉保健所
１２月２５日（金）　人吉保健所
※完全予約制です。事前に保健所へご連絡ください。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みなど
１１月１７日（火）午後１時～午後４時

●相談内容の秘密は固く守られます。
●希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。
●上記日程以外でもいつでもご相談ください。

お問合せ先 人吉保健所保健予防課　☎：22 － 5289 保健福祉課　☎：37 － 2214　I Ｐ：2214

期　　日 受付時間 場　　所 対象者
１１月１３日（金）
１２月１１日（金）

　１３：３０～
１４：００ 保健センター ３･６･１０ヶ月、１歳２ヶ月、

１歳６ヶ月、３・４・５歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先　保健福祉課　☎：37 － 2214、IP：2214

新規参加者募集中！新規参加者募集中！
見学も大歓迎です！見学も大歓迎です！
送迎も行っていますので、送迎も行っていますので、
ご希望の方は保健福祉課にご希望の方は保健福祉課に

ご連絡ください。ご連絡ください。

インフルエンザ
（潜伏期間１～４日）

感染性胃腸炎
（潜伏期間１～２日）

新型コロナウィルス
（潜伏期間２～４日、長くて７日）

マイコプラズマ肺炎
（潜伏期間２～３週間）

３８℃以上の発熱
咳、のどの痛み
全身倦怠感や関節の痛み

吐き気、嘔吐、下痢、腹痛
微熱（軽い風邪のような症状）　

のどの痛み、発熱
咳や痰、鼻水、頭痛
全身倦怠感や関節の痛み
味覚障害、嗅覚障害

発熱、倦怠感
頭痛　咳（３～４週間続く）
　　

気温と湿度
低温・低湿度を好むウイルスにとって、寒く
て空気が乾燥する冬は最適な環境です。
空気が乾燥すると水分が蒸発して比重が軽く
なるため、空気中に浮遊して伝播しやすくな
ります。

人の免疫力の低下
寒さのため体温が低くなり、身体の代謝機能
が低下すると免疫力も低下してしまいます。
また、本来ウイルスの侵入を防いでいる鼻や
ノドの粘膜が乾燥によって傷むことで、ウイ
ルスの感染が起こりやすくなります。

 冬に感染症が流行する理由  

冬に流行する感染症について

基本的な予防対策について

症 

状

症 

状

手
を
洗
お
う

症 

状

症 

状

空気が乾燥するとインフルエ
ンザに罹りやすくなる

回復後もウィルスの排出は続
いているので注意

発症後５日間は感染リスクが高
いため外出を控えることを推奨

症状が落ち着いた後も４～６週
程度は菌の排出が続く

マ
ス
ク
を
し
よ
う

う
が
い
を
し
よ
う

消
毒
し
よ
う

栄
養
と
睡
眠
で

免
疫
力
U
P
!

換
気
を
し
よ
う

　冬は気温が低くなり、空気が乾燥することで気管支やのどの粘膜がデリケートになり、風邪やインフ
ルエンザ、気管支炎、肺炎といった呼吸器感染症が増加します。
　今回は、冬に流行する代表的な呼吸器感染症についてご紹介します。

Information 保健だより 11・12 月号
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　償却資産とは土地、建物以外の事業用の資産で、減価償却額等を所得税法

または法人税法の所得計算で損金・経費などに算入されるものです。

　税法の規定により、毎年 1 月 1 日現在において、本村に償却資産を所有

されている方は、その償却資産の内容（取得年月日、取得価格、耐用年数等）

について、1 月 31 日（閉庁日の場合は翌開庁日）までに提出していただく

必要がありますので、期限内の申告をよろしくお願いいたします。

　また、資産の増減がない場合や、課税標準額の合計が 150 万円未満の場

合でも申告をお願いいたします。

•	 �年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合もありますので、必ず予約を
してください。

•	 ご持参いただくもの：基礎年金番号が確認できるもの（年金証書、年金手帳、振込通知書等）
•	 　　　　　　　　　　本人確認書類（運転免許証、個人番号カード）
•	 代理人の方の場合：委任状、代理人の方の身分証明書類

11
月

場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程
  ２日（月）、９日（月）、
16日（月）、30日（月）

11日（水）、25日（水） ４日（水）、18日（水）

12
月

場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程
    ７日（月）、14日（月）、
21日（月）、28日（月）

  ９日（水）、23日（水） 2日（水）、16日（水）

相談時間 午前９時３０分～午後５時
（正午～午後１時は除く）

午前９時～午後５時
（正午～午後１時は除く）

　【予約先】　八代年金事務所　お客様相談室
  ☎　０９６５－３５－６１２３（土・日・祝日を除く 8:30 から 17:15 まで）
  ※お電話の際は、自動音声案内「１」選択後、「２」を選択してください。
  ※その他不明な点は、五木村役場　住民税務課　☎　３７－２２１３　まで。

　　　　　　※天災等の例外的な事情で予告なく変更及び中止になる場合もございます。

八代年金事務所による出張年金相談のお知らせ
info

0404

	 ■提出書類

		  ・償却資産申告書

		  ・種類別明細書

	 ■提出先

	 　五木村役場　住民税務課

※令和 8年 9月末時点
種　
別 路　線　名 規 制 内 容 被 災 状 況 場　　所 う回路

【  

村
　
道  

】 

① 白蔵線 全面通行止め 山腹崩壊・路肩決壊 村道起点から３．０ｋｍ先 無

② 川辺川線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．０ｋｍ先　他５箇所
溝の口連絡線の接続から終点まで 無

③ 瀬目葛の八重線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．８ｋｍ先 無

【  

林
　
道  

】

① 菊池・人吉線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 高塚山登山口から泉五木トンネル区間 無

② 相良五木線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

③ 八重線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

④ 入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑤ 裾川線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑥ 鴦山線 全面通行止め 路肩決壊 全区間 無

※詳細については建設課へお尋ねください。また、復旧工事については、国県と協議しながら実施していきます。

道 路 状 況
info

0505 国民健康保険医療費通知について
info

0202

7 月 8 月
件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 8 3,596,872 円 -25.80 ％ -1,250,986 7 6,203,925 円 72.48 ％ 2,607,053

外　　来 181 2,347,378 円 -15.92 ％ -444,463 173 1,857,995 円 -20.85 ％ -489,383

調　　剤 74 538,554 円 30.20 ％ 124,921 63 420,917 円 -21.84 ％ -117,637

食事・生活療養費 ー 130,629 円 -7.66 ％ -10,837 ー 121,254 円 -7.18 ％ -9,375

その他療養費 0 0 円 0.00 ％ 0 0 0 円 0.00 ％ 0

合　　計 263 6,613,433 円 -19.30 ％ -1,581,365 243 8,604,091 円 30.10 ％ 1,990,658

国保被保険者数 １人あたり
保険者負担額（月額） 前月比

7 月 166人 39,840円 -1.16％

8 月 174人 49,449円 24.12％

7 月の医療費は 6月に比べ大きく減少しましたが、8月は再び増加しています。
医療費の削減のため、日々の健康管理やジェネリック医薬品の活用にご協力をお願いします。
現在、インフルエンザ等が流行しています。これまで以上にうがい、手洗い等を徹底して、予防に努めましょう。

info

0101 国民健康保険医療費状況についておしらせ
～令和８年 7 月・8 月診療分～

　国民健康保険の被保険者の方に通知しています医療費のお知らせは、住民税確定申告の医療費控除に使えます
ので、申告の際に活用して下さい。また、１１～１２月分の医療費については、申告時期に送付が間に合いませ
んので、領収書を活用してください。

償却資産の申告について
info

0303

村からのお知らせInformation i
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お
知
ら
せ

令
和
８
年
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
〜
全
国
統
一
防
火
標
語
〜

「
火
の
確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
」

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
冬
を

前
に
、
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高

め
、「
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
で
す
。

　
地
震
火
災
と
は
、
地
震
の
揺
れ

に
よ
る
建
物
や
設
備
の
損
傷
が
原

因
で
発
生
す
る
火
災
の
総
称
で

す
。
電
気
に
起
因
す
る
火
災
が
特

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
震

直
後
だ
け
で
な
く
、
停
電
後
の
復

電
時
な
ど
時
間
が
経
っ
て
か
ら
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
令
和
８

年
熊
本
地
震
で
も
地
震
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
震

火
災
の
対
策
と
し
て
、「
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
」
が
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
一
定
以

上
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
で

電
気
を
遮
断
す
る
装
置
で
す
。
地

震
時
の
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

は
避
難
す
る
際
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
す
こ
と
が
有
効
で
す
が
、
大

規
模
地
震
時
な
ど
自
力
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
こ
と
が
難
し
い
場

合
や
、
不
在
時
に
地
震
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

場
合
に
備
え
て
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
分
電
盤
タ
イ

プ
、
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
、
簡
易

タ
イ
プ
が
あ
り
、
ご
家
庭
の
状
況

に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

す
。
地
震
へ
の
備
え
は
、
今
で
き

る
こ
と
か
ら
！
こ
の
機
会
に
ご
家

庭
の
電
気
設
備
を
確
認
し
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合　

中
央
消

防
署　

北
分
署

☎
0
9
6
6
‒
3
7
‒
2
1
1
9

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓

口
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
無
料
）

　
人
吉・球
磨
地
域
の
人
材
確
保・

マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
は
、
事
業

所
・
求
職
中
の
方
々
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　
就
労
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で

も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者：求
職
、転
職
希
望
の
方
、

採
用
活
動
中
の
事
業
所　
ど
な
た

で
も
O
K
! 

年
齢
制
限
な
し
。

（
事
業
所
・
求
職
者
本
人
・
家
族
・

学
校
の
先
生
）

■
開
所
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日

（
10
時~

‌

17‌

時
）
土
・
日
・
祝
日

は
休
み
（
予
約
優
先
）

■
住
所
：
〒
8
6
8
‒
0
0
7
2　

人
吉
市
西
間
下
町
8
6‌

‒
1　

球
磨
地
域
振
興
局
3
階　

▼
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ　

☎
０
９
６
６
‒
２
２
‒
０
５
５
５

　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▽

■ 11 月出張相談会日程（熊本県民の方なら全ての会場で利用できます。）

開　催　日 時　　間 開　催　場　所

11月 11日 10：00～12：00 湯前駅レールウイング複合施設内／湯前町
コミュニティ施設（旧ユノカフェ）

11月 18日 10：00～12：00 あさぎり町ポッポー館２階和洋室

11月 20日 13：15～15：00 ハローワーク球磨会議室（面接セミナー）

11月 26日 10：00～12：00 多良木町多目的研修センター　1階管理室

救
急
車
を
呼
ぶ
？　

病
院
へ
行

く
？　

迷
っ
た
と
き
は
#

７
１
１
９
に
相
談
を
！

　

熊
本
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

（
#
７
１
１
９
）
と
は
、
急
な
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
救
急

車
を
呼
ん
だ
方
が
良
い
の
か
、
今

す
ぐ
病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
の

か
な
ど
迷
っ
た
と
き
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
で
す
。

　
看
護
師
か
ら
、
病
院
受
診
の
必

要
性
や
対
処
方
法
等
の
適
切
な
助

言
、
医
療
機
関
案
内
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と

き
は
熊
本
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

（
#
７
１
１
９
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

１　
利
用
方
法

固
定
電
話
、
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
含
む
）
ど
ち
ら
か
ら

で
も
利
用
可
能

#
を
押
し
た
あ
と
、
７
１
１
９

を
押
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談

窓
口
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

I
P
電
話
な
ど
、
#
発
信
が
で

き
な
い
電
話
機
の
場
合
は
、
０
３

‒
６
４
５
６
‒
３
２
９
０
に
お
電

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　
利
用
時
間

　
　
24
時
間
３
６
５
日
対
応

３　
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
　
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通

話
料
は
利
用
者
様
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
消
防
保
安
課

☎
０
９
６
‒
3
3
3
‒
2
1
1
6

山
火
事
に
ご
用
心
！ 

～
大
切

な
森
林
を
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
～

　

山
火
事
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

森
林
内
の
落
ち
葉
な
ど
が
燃
え
や

す
い
春
先
や
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、「
た
き
火
の
不
始
末
」
や
「
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
」
な
ど
、
人
の

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
高
い
防
災
意
識

を
持
ち
、
以
下
の
こ
と
を
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

	①
林
野
火
災
注
意
報
、
林
野
火

災
警
報
の
発
令
時
な
ど
乾
燥
・
強

風
時
に
は
、
屋
外
で
の
火
の
使
用

を
し
な
い
こ
と
。

	②
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と
。

	③
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

全
に
消
火
す
る
こ
と
。

	④
火
入
れ
を
行
う
際
は
市
町
村

長
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
と
と
も

に
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
防
火
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

	⑤
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず

消
す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い

こ
と
。

	⑥
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
、
ま

た
、
さ
せ
な
い
こ
と
。

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生

後
は
、
家
屋
の
修
理
や
義
援
金
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
は
じ
め

と
し
て
、
災
害
に
便
乗
し
、
不
安

を
あ
お
る
よ
う
な
悪
質
な
商
法
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
は
契

約
せ
ず
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
っ
た
り
、
家
族
や
周

囲
に
相
談
し
た
り
し
た
上
で
慎
重

に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
困
り
の
際
は
、
五
木
村
消
費

生
活
相
談
窓
口
ま
た
は
熊
本
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー　

電
話
番
号　

０
９
６
‒
３
８
３
‒
０
９
９
９
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

1　
試
験
日
及
び
願
書
受
付
期
間
等

■
試
験
の
種
類

　
甲
種・乙
種
第
１
類
～
第
６
類・

丙
種

■
試
験
日

　
令
和
９
年
２
月
14
日
（
日
）

■
願
書
受
付
期
間
（
書
面
申
請
・

電
子
申
請
）

　
令
和
８
年
12
月
９
日
（
水
）
～ 

16
日
（
水
）
※
郵
便
の
場
合
は
、

16
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
試
験
地　
熊
本
市

※
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

２　
願
書
等
の
配
置
場
所

　

受
験
願
書
等
は
、（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部
、
熊
本
市
消
防
局
、
熊
本
県
内

の
各
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
知
事

公
室
危
機
管
理
防
局
消
防
保
安
課

に
７
月
30
日
（
木
）
以
降
配
置
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11

番
４
号　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
０
９
６
‒
3
6
4
‒
5
0
0
5

令
和
８
年
自
衛
官
採
用
試
験
に

つ
い
て

【
２
等
陸
海
空
士
】

■
受
付
・
試
験

　
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す

■
試
験
内
容

　
W
E
B
試
験
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査

■
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

【
一
般
曹
候
補
生
】

　
第
３
回
試
験

■
受
付
期
間

　
９
月
15
日
～
11
月
20
日

■
試
験
内
容

　
W
E
B
試
験
、
１
次
合
格
者

は
２
次
試
験

　
詳
し
く
は
自
衛
隊
人
吉
地
域
事

務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
６
‒
2
2
‒
4
7
0
4

熊
本
県
警
察　

人
吉
警
察
署

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ミ
ニ
広
報
誌
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
防
犯
・
交
通
安
全
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▽ 

第
86
回
県
科
学
展
開
催
の
お
知
ら
せ

　
県
内
の
児
童
生
徒
や
教
職
員
が

自
由
研
究
等
で
取
り
組
ん
だ
科
学

研
究
物
の
中
か
ら
、
優
れ
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
発
明
工
夫
展
や

科
学
実
験
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
県

立
高
校
学
び
の
祭
典
（
19
日
）
も

同
時
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◎�

期　

日
：
12
月
19
日
（
土
）・

12
月
20
日
（
日
）
10
時
～
16
時

◎
会　
場
：
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本 

　
益
城
町
福
富
１
０
１
０

◎
入
場
料
：
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー　

理
科

研
修
室

☎
０
９
６
8
‒
4
4
‒
6
6
1
3

熊
本
県　

科
学
展　

で
検
索

　
持
続
可
能
な
農
業
の
マ
ン
ガ
原

画
展
示
会
開
催

　
九
州
農
政
局
が
県
立
高
森
高
校

マ
ン
ガ
学
科
と
コ
ラ
ボ
し
て
制
作

し
た
農
業
マ
ン
ガ
の
原
画
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。
持
続
可
能
な
日

本
の
農
業
を
テ
ー
マ
に
、
主
人
公

が
有
機
農
業
と
出
会
い
、
奮
闘
し

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
物
語
で

す
。
作
品
は
、
九
州
農
政
局

H
P
で
公
開
す
る
ほ
か
、
県
内

中
学
校
・
高
等
学
校
に
冊
子
・
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
し
ま
す
。

 

第
15
回
く
ま
も
と
子
ど
も
・
若

者
よ
り
そ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
発
達
障
が
い
の
当
事
者
か
ら
見

え
る
世
界
の
視
点
を
想
像
し
、

日
々
の
対
応
や
支
援
の
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
き
ま
す
。
当
事
者
の
世
界

を
少
し
覗
い
て
関
わ
り
方
の
コ
ツ

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
講
演

　
発
達
障
害
の
人
が
見
て
い
る
世
界

■
講
師

　
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
横
浜

　
　
　
　
　
院
長　
柏　
淳　
氏

■
日
時

　

令
和
8
年
11
月
15
日
（
日
）　

13
時
～
16
時

■
会
場

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

パ
レ
ア
ホ
ー
ル　
熊
本
県
熊
本
市

中
央
区
手
取
本
町
8
番
9
号

■
料
金　
無
料

■
申
込
先

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー　
～
C
O
C
O
N　

こ
こ
ん
～　

■
電
話

　
0
9
6
‒
3
8
7
‒
7
0
0
0

（
月
～
金　
8
時
30
分
～
21
時
）

■
F
A
X

　
0
9
6
‒
3
8
7
‒
8
0
0
0

　

電
話
・
F
A
X
・
Q
R
コ
ー

ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
会
場
参
加
定
員

　
2
0
0
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
可
能

■
主
催

　
熊
本
県

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

外部からのお知らせNot ice
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談
セ
ン
タ
ー

※
会
場
参
加
か
W
e
b
e
x
参

加
の
い
ず
れ
か
で
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

※
席
が
埋
ま
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
申
込
先
▽

「
お
し
ご
と
出
張
相
談
会
」　

in

人
吉
球
磨
（
相
談
無
料
）

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
で
は
、
仕
事
や
将
来
に

悩
む
若
者
や
そ
の
ご
家
族
に
寄
り

添
い
、
個
別
相
談・想
い
の
相
談・

セ
ミ
ナ
ー
・
職
場
体
験
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
、
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
や
面
接
対
策
、
応
募
書
類
の
添

削
、
適
性
診
断
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ

ン
支
援
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求
職
者

及
び
そ
の
家
族

■
日
程

　
随
時
日
程
調
整
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
サ
ポ
ス
テ
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。
※
要
予
約

　
ま
た
、
相
談
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
き
ま
し
て
は
下
記
の
Q
R

よ
り
ご
確
認
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
5
‒
3
7
‒
8
7
3
9

w
ak

asap
o

.yatu
sh

iro
@

kirari-co.info

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽ 

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
▽

1
日
で
学
べ
る
！
パ
ソ
コ
ン
基

礎
講
座

　

W
o
r
d
・
E
x
c
e
l
の

基
本
操
作
を
1
日
で
学
べ
る
パ
ソ

コ
ン
講
座
で
す
。
就
職
活
動
に
向

け
て
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
た
い
方

や
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
確
認
し
た

い
方
に
お
す
す
め
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、
ご

自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象

　
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求
職
者

※
講
座
の
受
講
は
サ
ポ
ス
テ
へ
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
日
程

　
11
月
26
日
（
木
）

■
場
所

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ 

セ
ミ
ナ
ー
室

　
※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
可

■
内
容
・
時
間

•
W
o
r
d
編　

　
午
前
（
10
時
〜
11
時
30
分
）　

•
E
x
c
e
l
編

　
午
後
（
13
時
30
分
〜
15
時
）

■
定
員

　
３
名　
※
先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

つ
し
ろ

☎
０
９
６
5
‒
3
7
‒
8
7
3
9

w
ak

asap
o

.yatu
sh

iro
@

kirari-co.info

　

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▽ 

令
和 

9
・
10 

年
度
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
に
係
る
申
請
の
受
付

（
定
期
受
付
）
に
つ
い
て

　
令
和 

9
・
10 

年
度
に
お
い
て

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
物
品
調
達
に

係
る
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付
を

実
施
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
原
則
、
郵
送
の
み

■
受
付
期
間

　
令
和
９
年
１
月
４
日
（
月
）
か

ら
令
和
９
年
２
月
３
日
（
水
）
ま

で
※
当
日
消
印
有
効
。
詳
細
・
様

式
等
に
つ
い
て
は
、
人
吉
球
磨
広

域
行
政
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.hitoyoshiku

m
a.com

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
提
出
場
所

熊
本
県
人
吉
市
中
神
町
字
城
本 

１
３
４
８ 

番
地 

1 

ア
ク
ア
パ
ー

ク
（
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合 

総
務
課
総
務
係

▼
問
い
合
わ
せ

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合 

総
務
課

☎
０
９
６
6
‒
2
3
‒
3
0
8
0

編 集 後 記
　１１月に入り、朝夕が肌寒くなるようになりました。
と言いながらも日中はまだまだ暑い日もあります。寒
暖差で体調を崩さないよう、体調管理に気を付けてく
ださい。
　今月号は今年最後の広報誌発行となります。来年も
多くの情報を分かりやすくお伝えできるように頑張り
ます。　　　　　　

（宮本）

（
９
月
末
現
在
）

人
の
動
き

転入 転出 出生 死亡
男 23 20 0 3
女 28 23 1 2
計 51 43 1 5

（増減 +4）

人　口 876 人
世帯数 　460 世帯

1 日 くねぶスタディーツアー（～ 3 日）

2 月
3 火
4 水
5 木 行政相談（JA）
6 金
7 土 子守唄祭り（～８日）
8 日
9 月
10 火
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日 五木学園文化祭
16 月
17 火
18 水 「新たな学び」研究発表
19 木
20 金 行政相談（宮園憩いの家）・ いきいき大学
21 土 宮園大イチョウ祭

22 日
23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日
30 月 区長会

1 火
2 水
3 木
4 金 行政相談（JA）・特設人権相談（下平瀬地区多目的施設）
5 土 五木学園持久走大会
6 日
7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水
17 木
18 金 行政相談（西地区集会室）
19 土
20 日 球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
21 月
22 火
23 水 区長会
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火 役場閉庁（～31日）
30 金
31 土

１階

総務課 37-2211（IP:2211）

ダム対策課 37-2212（IP:2212）

保健福祉課 37-2214（IP:2214）

住民税務課 37-2213（IP:2213）

会計室 37-2281（IP:2281）

建設課 37-2017（IP:2017）

産業振興課 37-2247（IP:2247）

２階
教育委員会 37-2266（IP:2266）

議会事務局 37-2352（IP:2352）

所在地：〒 868-0201 熊本県球磨郡五木村甲 2672-7
代表電話番号：37-2211（IP：2211）／代表 FAX 番号：37-2215

役場連絡先一覧 五木村公式 SNS

11月の行事予定 12月の行事予定

公式 Instagram
五木村の見どころ、イベント、
景色などを紹介します。

公式 X
五木村の様々なイベント情報
を発信します。

公式 LINE
五木村の防災や行政、観光、
移住に関するさまざまな情報
を発信します。

公式 Facebook
五木村の最新情報を発信しま
す。

	 【ご誕生】	 【ご誕生】
	 8月	 29日		 8月	 29日	 東東

ひがしひがし

　　咲咲
さく らさ く ら

良良（利文・明奈）野々脇（利文・明奈）野々脇
		【ご成婚】【ご成婚】		
	 10月	 4日	 久保田 　一生（宮園）	 10月	 4日	 久保田 　一生（宮園）
	 	 	 安井　佳奈（湯前町）	 	 	 安井　佳奈（湯前町）
	 【おくやみ】	 【おくやみ】
	 8月	25日	 田上　博規（86）頭地	 8月	25日	 田上　博規（86）頭地
	 9月	10日	 吉村　芳浪（89）入鴨	 9月	10日	 吉村　芳浪（89）入鴨

8 月 15 日～ 10 月 14 日　届出分

戸
籍
の
窓
口

外部からのお知らせ

2026.11　広報いつき　11月号Itsuki Village Public Relations 2026.11 1617



スマホへの登録方法
（1）アプリインストール方法    

　お手持ちのスマートフォンから、右の
QR コードを読み取ってアプリをインス
トールしてください（無料）。
※スマホのアプリストアで「しらせあい」
と検索しても出てきます

　これまで防災行政無線で放送していた村からのお知らせは、令和６年度に導入した

情報配信サービス「しらせあい」での配信へ移行します。（災害等の緊急情報はこれま

で通り防災行政無線でお知らせします）

　情報配信サービス「しらせあい」は、自宅へ設置されているタブレット付き IP電話

とご自身の携帯電話（スマホ）の両方で利用でき、防災行政無線の課題であった「外

出していて聞き逃してしまった」「放送が聞き取りにくくて分からなかった」などといっ

たお悩みを解消。いつでも・どこでも・分かりやすく情報をお届けします。

「いつでも・どこでも・何度でも」
お知らせを受け取れる新しいカタチ

情報配信サービス「しらせあい」

【iPhone をお使いの方】　

（2）アプリセットアップ方法   

　アプリのインストールが終わったら、以下の手順で設定を行ってください。
　❶アプリを開き、利用規約に同意する
　❷地域（五木村）を設定する
　❸プロフィールを設定する（誕生年・誕生月・性別）
　　以上で設定完了です！ 

◆ 問合せ先 ◆
　タブレット付き IP 電話の使い方やスマホアプリの登録方法など、

分からないことがあればお気軽にご相談ください。
　総務課（TEL：３７- ２２１１/ ＩＰ：２２１1）

【Android をお使いの方】▶
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